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I はじめに

今日， におL、ては， リゾー卜開 治性化の としてつ…ム的話相すら午、Lな

ぞれ

現棋でj色められているつ

本研究では司地域活性化の誌として

を研究対象地域として選定L

を試みることを目的とする。

の資料の分析毛筆者の咋成したア

ケート課長は，スキー・シーズシ前の子或 2年11丹下

の 1)ゾート地づくりを進めている，

れているリゾート出発の分析と‘

トによる をとした。アン

グ〉 と立最大学の学生を対象に行い， れた有効[111，(与 4411"， (社会
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人 212名)の結果を した。

II 大鰐町の域観

大鰐町は，三万を山に固まれ，平地誌岩本)11之流の平)11など 3iUJ JIIの

るつ人口は15.000人出 l平成 2年)で近年.減少・高幹fとが進んでいる

た業の之本柱である

吻分和するだけであ

と観

大携関;ま. いでゆとスキーのふる~と J として親しまれ‘ n然公[語， 既存手[14詰

年には を，それ ている 3 また， んは従来のスキ を中心

とした 型を己〈善すべしま〉とや 運動公園 え:.. い近年(土i通年11lj観光地へと

変化 ている そして，平成 市含む， H司王・ 1)ゾ

リゾート法の指定 るに った

大鰐町の f牛だが， J R 手工鉄 え奪三間人同道 7

東北白 新幹禄と接続する 〈ス「ヨーデ ij: J:"句 交j!1l棋が守主犠 iL いる

(第 1[浸)。
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y-- 温泉スキ 心にみた大鰐町の観光開発過紅

スキー場{土、 70告げ1の問問羅山にひらけだ保内主主丈!主将:のスキ 法走期間

か110日間，桔雪量は100crnであるコ八木ら (1990)のスキー場の分室長じよると，太持;土、

山号リスキー場と位置づけられる
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・~.J "-，、 その主

ると 3つの時期に ~H ， そ1しそごt'_グj干・、わかる

1 )雛I期(昭和29年--55年〉

大鰐町によりス

;むとして開発が進められていった 3

2 )第II期(昭和56年--61年)

きiL. スキー場をql，止とした，

'なると、 100 %出資して された， ~，オ同辻;人 第 lス

キ 国際スキ とあとやら運動公園 -管理を町か' された O こ

グ〕弘通年聖観光地を自 為とやら運動云闘の らわがた

3 )第III期(昭和62年--)

なると‘ よぴ‘共に本社を東京人もつ‘藤lH タウシ開発株

らなる，第 3セクタ 方式の株式会社 売が発足 島!ぞJ ら高!長コミキ

七円備をはじめ、 1)ゾ トホテル、 を?礎註したごまた， 発会社も
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スキー場を を大阪にもつ，株式会社ニチゴもリゾ…トホテルとゴfしブ場を

沢地区にオーブンさせた。このように第間期は，第 3セクターを中心;ニ最年j号?右;棋の総合 1)

ゾー卜地を百指して開発が進められている ο

N 観光地としての大鰐町の現状

1 )寄泊施設

2 ホテル 6

同庁2 2，000人余)

ショシト2事F. 8 {栄養

;21 

句集中し， 13軒がスキ に立地しているが，近年は釘 憎よる，)ゾートホテルカミスキ

を行っている 3

2 )入込客の分析

第 2l2Z]と を ると、大

鰐田I全体の入込容の中心;ムスキ

用の日

宿泊

圏も，芭I

から

であると考えられる。また，

スキー客司 ト和田湖見

であり，その誘致

ある東京・大阪

したため拡大してい

るつしか~，交通環境の改善等により，

いるため，第 2図に示

されている通り宅年間総福山

、ている。

3 )観光・レクリヱーション施設等の

入込状況

の説充・レク 1)
十h-
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持:く}の平成元年の総

司 27万人余で増加傾向にある。

筆者の百ヮたアンケート謁資の結
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〆/大¥、 大鰐町全体

…-JJ/J/ ¥¥¥ 段培客

あとやら運動
公園
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{第 3国)にようで， ごとの利用
第 2国.大鰐町客入込推移

状況をみてみる。大鰐町には，人数や年

齢をj良定してしまうスポーヅ 多いが，

震を不ている。このことから，今議等人数や年齢，

まれるコ
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4)大鰐温泉スキー場利用客の分析

大鰐温泉スキー場利用客は，第
N =264 

100(%) 
2図のように，昭和60年に最高値

を示した O これは，ナイタ-設備

の導入と東北自動車道青森~大鰐

間開通による誘致圏の拡大が原因

であると考えられる O また，昭和

61年以降の減少は，暖冬消雪によ

るリ 7卜稼動日数の減少と，東北

白動車道全線開通によるスキー客

の岩手方面への流出によるものと

思われる(第 4凶)。

次に，利用客の質的構造を分析

する O まず，滞在日数についてだ

が，大鰐町では， 1， 2月に日帰客

が卓越するため，利用客の中心は，

日帰客であると与えられる。これ

から，誘致圏も弘前市を中心とし

たj章軽地方であると考えられる。

スキー場までの利用交通機関は，

筆者のアンケー卜調査によると，

自家用車とした人が大半を占めた。

また，大鰐温泉スキー場の長所

と明所を，アンケー卜により調査

した結果が第 5図である。短所の

雪が少ないという点は，昨年12月

からの人工降雪機の搬入により，

また，道が狭いという点は，国道

7号線からあじゃら高原スキー場

への直通道路の工事が、平成 5年

開通を目標として続けられている

ことから，それぞれ改善される見

込みである O
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第3図.大鰐町内の施設等の入込状況
〔筆者のアンケー卜調査による〕
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第5関.大鰐i昆泉スキー場のf養所と短所 ンケート

5)大鰐町における観光業の影響

宇
品 人口構成(昭和60年)をみると，サーピス主従事~-の総就業者数に lJj め

い数値を示すc しかし，総就業者数;ふ説先・レク I}エ…シ

に約 400人減少しているのこのため，雇耳jの場

る

ヨ/

の確保にはうまくつなが勺ていないと思われる。

次に，続済的側面からみてみると，

初予算の113にあたった。

このように，経済的には，大きな投書1を果たしている観光業も，社会的:二;ま1

，約1おでーこれは

きをして

いるとはいえずに今後 1)ゾー卜開発の最大の目的である，第 3

図られねばならないだろノ

を肢とした地域j舌生化が

V 今後の開発計画

今後，大鰐町のリゾート開発は，第 3セクターにより， 1)ゾ…ト

郷土m[R整構計画ムに沿って行われる。その概要が第 6図で rあじゃらスポーツ
ー?で各格設か整備きれる。

1 )ゾート地として，大鰐宙I坦

が生活していく上で，必要最抵限の生活基盤，

というテ

1)カf日

整備， リゾート Iむというイメ
白、.'，唱、
ン〆 iωv今、

さわしい景観づくりなどが必要で毛あると考えられる c

八りにd
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、し提ケ関

〔特定施設の種類〕

U 1000n1 

第8国室経・岩本 1)ゾート構想

VI ま

大鰐温泉郷地区内の特定擁設の~è聾罷
うt包域開発環境配裏方針 iより

と め

⑥ 

大鰐町で，第 3セクターを中心L られているリゾート開発について分析Lてきたカヘその

結果，明らかになったことは，次のようにまとめられる。

1 )昭和29年以降の開発過椋を司間 ら考えると，ゥの時期に きる

2 )入込客の スキー場手IJ培の日場客で、あるが，暖冬少雪と県内及 スキー

客の流出により，年間総入込客数は減少傾向にある。

3 )宿泊客の誘致闘は，東京・大薮から宿泊客が増加したため拡大したが，地記客が減少してい

るため，信治者数は停滞を絞けている。

4 ) 経済的に;立大きな を果たしているが， 出(特に雇用 )で

は，有機的な働きを Lていな l'o

5 ) 発は， 3セクターを に治 てfrわれる。
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以上 5点ての為るが， これらについ

リゾート開発，;;1:，大鰐町田

以下の 2点の徒器官H九

的な施設と景観づくり 1)ゾート地として最低限

れることが望まれるつ必要な 3 

②今後の指向として，車i今及び岩手方面のスキー場どの競合が進むとィ号えられるので，

よりも自泊容の誘致が重要となる。その障の受け入れ{本勢の強化(p員五訣宅ハソク・ツアーの

ケットの

うことが望まれる。

)を、 ではなし津軽・ 1)ゾ

本稿を るにあたり，多く をいたfごいた水野先生， ， 資料収集にi副社主力

いただいた万々に専く御礼申し島げま
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